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学生支援
アプリ

掲示版

大学HP
教職員/友人

生は大学が提供している情報から自身にとって必要な情報を効率的に入手し、より豊かな

学生生活を送ることができるのではないかと考えた。 
 
４）改善提案 
そこで、本グループが提案する改善方法として、「学生支援アプリ（＝SuiSui カッパ）」

を提案する。近年、スマートフォンの普及率は 70％以上になり、多くの学生が利用してい

るのでアプリは抵抗なく身近な存在として受け入れられている。なお、大学別のポータル

サイトを運用し情報提供を行っている大学も多いが、利用率や使用頻度が少なく、学生全

員に周知、利用されていない場合もある。その理由は、ログインの手間や通知機能の不便

性などが挙げられる。それに比べ、アプリの場合はログイン不要、プッシュ機能付お知ら

せなど利便性を高められる利点が多くある。当アプリの主な機能は、以下の 4 点である。 
①「SNS 機能」：学生の課外活動の PR、メッセージ機能付 
②「イベント情報カレンダー」：学内イベント・ガイダンス・学内セミナー等の概要確認 
③「動画で確認分かる履修登録」：再確認学生とガイダンス欠席者対応 
④「ログインボーナス」：興味・関心を持ってもらうためのキッカケ作り 
 

 
 
 
 
 
５）導入するにあたっての懸念点 
 ・情報セキリュティ（運用・管理・保守の管理部門の設置） 
 ・明確なポータルサイトとの区別化（コスト面も含む） 
・アプリをダウンロードが出来ない学生への対応（入学者の多様化） 
・コミュニケーションの希薄化（⇔ Face to Face） 

 
６）まとめ 
当アプリと学内ポータルサイトを併用利用してもらうことで、大学が発信する情報にふれ

る回数が多くなり、学業・課外活動等の両面において有益な情報の見落としも減少するは

ずである。また、学生が得た情報はそれぞれが主体的に行動するキッカケにもなり得る。

これにより、多くの学生が効率的に学業に取組めるとともに、様々なイベントや課外活動

に積極的に参加することができ、学生の満足度向上に繋がるはずである。 
このような ICT の活用により、「大学と学生の間の情報の溝」を埋め、学生だけでなく教

職員も効率的に必要な情報を学生に伝達することが可能となり、業務改善の効果も期待で

きる。 

＊その他導入検討機能 
 ・学内アルバイト情報 
 ・各種申請、予約システム 
 ・図書館空席確認システム 
 ・ポイント制、近隣店舗とのコラボ 


